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◎
ご
挨
拶

本
年
は
、
黒
部
市
新
市
施
行
1
 
0
周

年
、
新
庁
舎
、
北
陸
新
幹
線
開
業
、

市
民
病
院
新
外
来
標
、
国
道
バ
イ
パ

ス
な
ど
黒
部
市
に
と
っ
て
節
目
の
年

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
年
に
市
議
会
議
員
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
責
任
の
重
さ

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

議
員
に
な
っ
て
千
年
。

ま
だ
ま
だ
力
不
足
だ
と
痛
感
し
て
い

ま
す
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

V
O
-
.
調
は
、
6
月
と
9
月
議
会
の

一
般
質
問
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
市
内
外
の
方
の
多
く
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の
代
弁
者

と
し
て
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
有
効
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8つの恐い_ e各会重義

ら.人口諦少時代のまちづく。

6。災昏l乙訓まちづく。

7.凪ぎ場所のあるまちづく。_.上面書るまちづく。

詑轄韓翳繁
雄脚厚いと思えるまちづく。

弓。要か宴会場まちづく。
4。割高望理の鞋憶」嶋づくり

と生活ができ
的
な
提
言
が
出
来
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

黒
部
に
生
ま
れ
、
黒
部
に
住
む

全
て
の
人
に
夢
を
、
そ
し
て
地

域
で
人
生
を
全
う
で
き
る
社
会

に
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い

8.活き活き

「
黒
部
の
未
来
」
を
目
指
し

て
!

成
川
正
幸



【
黒
部
市
議
会
一
般
個
人
質
問
】

●
6
月
議
会

「
 
。
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

問

「
知
り
た
い
情
報
を
迷
わ
ず
探
せ
る
」

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
情
報
が
共
有

で
き
る
ま
ち
」
に
ー
"
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
が
?

答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

数
が
鶴
岡
算
数
の
約
3
分
の
千
を
占
め
る

ま
で
に
増
加
し
て
い
る
。
次
期
更
新
予
定

で
あ
る
平
成
2
 
9
年
4
月
に
は
対
応
を
進
め

て
い
き
た
い
。

※
昨
今
、
通
信
技
術
の
発
達
ス
ピ
ー
ド
に
は
、

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
時
代
に
遅
れ

な
い
よ
う
に
今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

2
“
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致
に
つ
い
て

間

立
候
補
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
後
の
進
捗
"

本
市
と
し
て
考
え
は
?

答

全
国
知
事
会
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
サ
イ
ト
」
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
合
宿
施
設
と
し
て

「
黒
部
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
」
、
「
中
ノ
ロ

緑
地
公
園
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
と
し
て

掲
載
申
し
込
ん
だ
。

今
後
は
、
も
う
「
つ
の
「
丁
O
K
Y
0
2

0
2
0
事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
候
補
地
ガ
イ

ド
」

へ
の
掲
載
に
向
け
て
、
総
合
的
か
つ

柔
軟
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

※
平
成
2
 
6
年
1
2
月
議
会
に
続
け
て
2
回

目
の
質
問

3
“
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
せ
る
特
色
あ

る
地
域
に
つ
い
て

闘

犬
の
鑑
札
"
狂
犬
病
予
防
注
射
満
票

を
小
型
犬
に
も
合
う
形
状
に
!

答

県
内
で
は
、
6
市
が
小
型
の
も
の
を

採
用
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
愛
護

と
適
正
飼
育
を
図
る
観
点
か
ら
、
よ
り
装

着
に
負
担
の
な
い
様
式
へ
の
変
更
に
つ
い

て
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

※
平
成
2
 
7
年
4
月
現
在
の
市
内
犬
登
録
数

平
成
2
 
7
年
9
月
3
 
0
日
、
現
在
2
′
1
3
6
頭
・

市
内
7
世
帯
に
「
頭
飼
わ
れ
て
い
る
。

問

市
内
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を
ー
"

答

ド
ッ
ク
ラ
ン
は
、
施
設
の
集
客
を
見

込
め
る
活
用
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

し
か
し
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
毒
か
ら
、

他
自
治
体
の
実
例
を
見
な
か
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

闇

市
防
災
訓
練
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓

練
の
導
入
を
!

答

昨
年
9
月
に
本
市
に
お
い
て
、
富
山

県
総
合
避
難
訓
練
時
、
県
内
で
初
め
て
人

と
ペ
ッ
ト
が
一
緒
に
避
難
す
る
「
同
行
避

難
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、
非
常
に
有
益
な

訓
練
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

市
の
防
災
訓
練
メ
一
一
ユ
ー
の
一
つ
に
加
え

る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
関
係
機
関

と
協
議
の
う
え
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

※
8
月
3
 
0
日
に
相
棒
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
黒
部
市
防
災
訓
練
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
。

4
.
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て問

市
外
で
の
農
水
産
資
源
の
流
通
・
取

り
組
み
は
?

答

昨
年
は
、
新
幹
線
開
業
も
あ
り
、
首

都
圏
を
中
心
に
P
R
し
て
い
る
。

黒
部
米
に
つ
い
て
は
、
中
京
圏
に
加
え
平

成
2
7
年
度
か
ら
は
関
東
圏
の
ス
ー
パ
ー

で
も
販
売
が
開
始
さ
れ
新
た
な
販
路
が
拡

大
し
て
い
る
。

間

市
内
で
の
農
水
産
資
源
の
流
通
"
取

り
組
み
は
?

答

地
産
地
消
拡
大
の
た
め
、
市
場
の
二
-

ズ
と
生
産
者
の
把
握
に
努
め
、
適
時
情
報

捷
供
で
き
る
体
制
と
新
た
な
販
路
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。



【
黒
部
市
議
会
一
般
個
人
質
問
】

●
9
月
議
会

「
 
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て間

教
育
"
福
祉
"
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
!

答

子
ど
も
の
貧
困
が
児
童
虐
待
や
ネ
グ

レ
ク
ト
(
育
児
放
棄
)
に
密
接
に
か
か
わ
っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
と
関
係

機
関
が
随
時
検
討
会
議
を
開
き
、
定
期
的

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

し
か
し
、
教
育
"
福
祉
"
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

あ
り
、
そ
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

は
整
っ
て
い
な
い
。

将
来
的
に
継
続
し
て
貧
困
問
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
′
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
今
後
も
継
続
的
に
貧
困
対
策
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

2
“
公
共
文
化
施
設
の
充
実
に
つ

い
て

問

改
修
計
画
な
ど
予
防
保
全
の
考
え
方

は
?

答

施
設
自
体
は
も
と
よ
り
設
備
機
器
類

を
適
正
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
は
貸
館

と
し
て
の
当
然
の
責
務
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
施
設
は
不
具
合
が
生
じ
る

前
に
機
器
を
更
新
す
る
な
ど
、
先
を
見
越

し
た
予
防
保
全
に
努
め
て
い
る
。

財
源
的
な
理
由
か
ら
、
翌
年
度
以
降
に
繰

り
越
し
て
実
施
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と

も
現
実
で
あ
る
が
、
利
用
者
が
満
足
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
で
快
適
な
利
用
を
確

保
し
、
今
後
と
も
、
計
画
的
な
設
備
更
新

に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
施
設
運
営
に
努
め

た
い
。

聞

バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
の
練
習
場
の
設
置

を
!

答

子
供
た
ち
が
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
未
来
に
希

望
を
持
て
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、

地
方
創
生
に
お
け
る
大
切
な
目
的
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
活
動
の
中
で
、

バ
ン
ド
練
習
や
ダ
ン
ス
練
習
な
ど
で
は
防
音

さ
れ
た
特
殊
な
施
設
が
必
要
な
も
の
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
既
存
施
設
の
利
用
状
況
や
、
既
存
の

施
設
の
防
音
設
備
の
状
況
や
利
用
者
一
一
-
ズ

を
確
認
し
、
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

3
“
人
口
減
少
時
代
の
観
光
戦
略

に
つ
い
て

間

日
本
の
玄
関
口
で
あ
る
空
港
で
の
P

R
を
継
続
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
?

答

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
た
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
県
や
近
隣
市

町
と
連
携
し
な
か
ら
、
P
R
手
法
を
工
夫
し

て
取
り
組
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

間

外
国
語
の
サ
イ
ン
表
示
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
制
作
に
市
と
し
て
支
援
し
て
は
ど

う
か
?

答

外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
平
成
2
5
年
度
に
英
語
、
韓
国
語
、
繁

体
字
の
、
平
成
2
6
年
度
に
は
中
国
語
の
4

か
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い

る
。
観
光
施
設
や
旅
館
等
へ
の
こ
れ
ら
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
二
-
ズ
を
調
査
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

※
議
会
質
問
項
目
の
そ
の
後
の
活

動
平
成
2
7
年
3
月
議
会
で
質
問
し
た
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン

(
滞
在
型
市
民
農
園
)
。

7
月
に
長
野
県
佐
久
市
「
佐
久
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
望
月
」
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

黒
部
で
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。

私
が

議
会
で
質
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
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